
水 産 の 窓 
  

底魚資源調査（夏季）を実施しました 
 

水産試験場では、本県沖の主要な底魚類の資源動向を把握するため、平成 15年から漁業調査指導船いばら

き丸（224t）により年２回（夏季、冬季）の着底トロール調査（オッタートロール）を実施しています。本調

査では、本県沖の水深 75～450m までの海域、合計 29定点において、15～30分間（速力３～４ノット）網を

曳き、面積密度法により本県海域の現存量を推定しています。今回は令和８年７～８月に実施した夏季調査

結果についてお知らせします。 

 

１ 主要な底魚類の推定現存量の推移 

平成 28 年度から今年度までの現存量の推定結果を表１に示しました。資源水準については過去 20 年の
調査で推定された現存量と比較して、今回の現存量が上位 75%以上であれば高位、25％以上 75％未満を中
位、25%未満を低位としました。マコガレイ、ムシガレイについては浅海域における現存量を正確に評価で
きないため、「茨城県産重要魚類の生態と資源」（令和８年３月更新、水試 HP）で報告している資源水準と
しました。直近５年間の推定現存量の推移を元に、漁獲対象種の推定現存量の増減傾向（以下、増減傾向と
いう）を判定した結果、増加傾向にあるのはアオメエソ（めひかり）、チゴダラ（どんこ）、マダラ、アカム
ツの４種、横ばい傾向にあるのはヤナギムシガレイ、ババガレイ（なめた）、ヤナギダコ（水だこ）、ユメカ
サゴ（のどぐろ）、など８種、減少傾向にあるのは、マコガレイ（本まこ）、ムシガレイ、ミギガレイ（にく
もち）、キチジ（あかじ）の４種でした。その他、漁獲対象とはなっていないトラザメ（ねこざめ）は減少
傾向、テナガダラ（とうじん）は横ばい傾向でした。 
 
 

 
２ 今年度と昨年度調査結果の比較 
今年度と昨年度（令和７年度）の調査時に行った増減傾向の判定結果を比

較した結果、アカムツは昨年度同様に増加傾向であり、アオメエソ（めひか
り）、チゴダラ（どんこ）、マダラが横ばいから増加に転じました（表２）。
また、ババガレイ（なめた）、アカガレイ、マアナゴ、マトウダイでは推定
現存量の増加に伴って傾向が減少から横ばいに転じました。昨年度は一昨年
度に比べて横ばいや減少を示す魚種が多くなりましたが、今年度は増加を示
す魚種が多くなりました。 

 これらの増減要因を解明していくため、水産試験場では今後も資源動向の

モニタリングを継続していくとともに、資源の持続的な利用に向けて調査研

究を進めていきます。 
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表１ 推定現存量の推移（夏季トロール調査） 

 

表２ R７年度と R８年度の傾向の比較 

 



（定着性資源部 多賀・谷中・外山・西） 

３ スルメイカの日齢査定結果について 

 茨城県では、長年底曳網によるスルメイカの不漁が続いていましたが、R７年漁期（R７年９月～R８年６

月）の漁獲量は 650トン（前漁期 72トン）と大きく増加しました（図１）。これを受けて、水産試験場では

スルメイカの市場調査や着底トロール調査を重点的に行ってきました。この結果、今年度漁獲されたスルメ

イカの体の大きさ（外套背長）の分布に２つの山が見られたことから、同時期に孵化時期の異なる個体が混

在している可能性に着目しました（図２）。 

スルメイカの体内にある平衡石という硬組織を取り出して磨くことで、日輪という孵化日から一日一本

形成される輪紋が観察できます（図３）。この日輪を数えることで、本県沖で漁獲されたスルメイカが生ま

れてから漁獲されるまでの日数（日齢）と孵化日を調べることが可能です。水産試験場では「いばらき丸」

による着底トロール調査及び市場調査で得られた 403個体を対象に孵化日を推定しました。 

その結果、外套背長組成と同様に、孵化日の分布は２つの群に分かれました。各群に分類した個体の平均

孵化日は、それぞれ R７年 10月 16日頃（秋生まれ群）と、R８年１月９日頃（冬生まれ群）でした（図４）。

また、同じ日齢でも秋生まれ群の方が冬生まれ群よりも外套背長が大きい傾向が確認されています。 

茨城県では従来、冬生まれのスルメイカを主体に漁獲

していると考えられていましたが、秋生まれの個体も多

く漁獲されていることが明らかになりました。水産試験

場では本県で漁獲されているスルメイカ資源の現状をよ

り正確に把握するために、引き続き調査研究を続けてい

きます。 

 

 

 

【次回予告】 

令和８年 10 月９日発行の水産の窓は「令和８年 10 月の海況と今後の予測」を予定しています。 

図１. 茨城県におけるスルメイカの漁獲量 

（属人集計 小底５t 以上+沖底） 
図２. R８年度に漁獲されたスルメイカの外套背長組成 

図３. スルメイカの平衡石と研磨により観察される日輪 

図４. R８年に漁獲されたスルメイカの孵化日分布

（n=403） 

 


